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特1特記仕様書（1）

1)　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

電灯設備

動力設備

電熱設備

建 物 別 及 び 屋 外

受変電設備

項目

幹線、分岐

雷保護設備

工事種目

静止形電源設備 直流電源装置

発電設備

電力貯蔵設備

建　物　名　称

特 記 仕 様2

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

項目 特記事項
構 　造 階 　数 延 面 積 (㎡) 備　　　　　考

別表第一の区分

消防法施行令

W

特記仕様は別紙「特記仕様書（共通事項）」によるほか次の各項目による。
完成図１

個別提出物

工事写真

完成写真

施工の試験成績書

社内試験成績書

機器完成図５

６

７

８

９

発生材処理報告書

納入品一覧表

官公署手続、検査書（管理者用正本、写し）

工事記録　　（打合せ簿、工事日誌、協議書）

10

11

12

14

15

（別表）　しゅん工時提出物　　（・に○印のついたものを提出する。）

・ 原図（Ａ１版　ケース入り）

一括提出物

機材の試験成績書

1313

保全に関する資料（取扱い説明書も含む）

項目 特記事項

諏訪市湖南

本館棟 －4801F

・

（廃棄物処理実施書、運搬及び処理の委託契約書

・ 陽画（Ａ１版　２つ折り製本　１部）

設計図２

・ CADデータ

引渡書

納入品

３

４

・ ・ ハンドホールフック、ジャッキ　　

・ 予備品　　・ 盤類の鍵

・ CADデータ(jww及びpdf形式)

名　　　　称 測　点 取付高(mm)

取引用計器 地上～上端

引込開閉器 床上～上端

分電盤 床上～中心

タンブラスイッチ

    〃  　(和室)

コンセント(一般)

  〃  (身障者用)

ブラケット(一般)

　　〃　　(踊場)

　　〃　　(鏡上)

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

〃

〃

〃

〃

〃

鏡端～中心

床上～下端

床上～上端

壁掛形制御盤 床上～中心

手元開閉器

操作スイッチ ・

押ボタン

〃

〃

2,000

1,800

1,500

1,300

  300

2,100

2,500

  150

　　1,500以上

　　1,000以下

1,500

(上端1,900以下)

1,500

1,300

電

灯

動

1,100

  150

(上端1,900以下)

名　　　　称 測　点 取付高(mm)

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカー

床上～中心

〃

〃

〃

1,500

1,300

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

(上端1,900以下)

5 機 器 取 付 高

図面に特記なきものは下表を標準とする。但し下表によりがたい場合には監督員との協議による。

力

室内端子盤 床上～下端   300

1,500床上～中心

(廊下室内)

中間端子盤

(EPS電気室)

集合保安器箱

壁付アウトレット

　ボックス(一般)

   　 〃　(和室) 〃

〃

〃 (天井高)×0.9

  300

  150

時

計

・

拡

声

表示盤

壁付発信器

ベル

ブザー

身障者用表示灯

壁付インターホン

　〃　(身障者用)

    〃  　(一般)

    〃  　(和室)

機器収容箱

    〃  　(一般)

    〃  　(和室)

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,300

1,300

  900

1,500

  300

  150

  300

  150

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

表

示

イ

ン

ン

タ

｜

ホ

押ボタン

1,100

 〃 (身障者用押釦)

壁付位置ボックス

　(壁付インターホンを除く)

復帰ボタン 1,800

2,000

テ
レ
ビ
共
同
受
信

受信機

副受信機

機器収容箱

ベル

消火栓表示灯

床上～中心

〃

〃

〃

〃

(天井高)×0.9

(天井高)×0.8

800～1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500

火

知

報

災

発信器

床上～操作部

電

話

警報盤 床上～中心 1,500

    〃  (便所等)

    〃  　(台上)

〃

台上～中心   150

  500

共
通

床上～中心

アッテネーター

アウトレット

６ 定期報告

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

・

・

・

銅板１．５ｔ×９００×９００　  補助接地棒（連結式１０φ×１、５００） 

銅板１．５ｔ×６００×６００　  補助接地棒（連結式１０φ×１、５００） 

銅板１．５ｔ×３００×３００　  補助接地棒（連結式１０φ×１、５００） 

リード端子付　堀削埋戻中心深さ１．５m　 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付　堀削埋戻中心深さ 　 ２m　 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付　堀削埋戻中心深さ 　 ２m　 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

Ｄ種接地
接地棒（１０φ×１、５００） 　リード端子付　打ち込み式

　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）
・

4 接 地 極

下表による。ただし、これによりがたい場合は監督員との協議による。

・

・

・

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

Ｎｏ.－   

Ｎｏ.－   

Ｎｏ.－   

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        　（既製足場付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        　（既製足場付）

  　６００×  　６００×　　６８０Ｄ　　　

  　９００×  　９００×１、１００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、２６０以上

  　９００×  　９００×　　９００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、０６０以上

Ｎｏ.－   

ハンドホール
・

  　４５０×  　４５０×　　６８０Ｄ　　　※植栽帯等車両の通行の恐れがない場所、

蓋 ＷＰＭ－４５Ｂ　　（Ｅマーク入）　　　　　　収容ケーブルが少ない場所に限る

・

・

・
ハンドホール

・
ハンドホール

ハンドホール

Ｎｏ.－   

Ｎｏ.－   

Ｎｏ.－   

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）     　　　      （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）  　　　         （アルミ梯子付）

１、０００×１、０００×１、４００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、６００以上

１、０００×１、０００×１、１００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、３００以上

１、０００×１、０００×  　９００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、０６０以上

・

・

ハンドホール

ハンドホール

Ｎｏ.－   

Ｎｏ.－   蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）  　　　         （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）  　　           （アルミ梯子付）

１、５００×１、５００×１、５００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、７４０以上

１、２００×１、２００×１、５００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、７００以上

3 ハンドホール

下表による。（梯子は各ハンドホールに設置する。蓋取外し用ジャッキを１組納入する。）

ブロックハンドホール （寸法は内法を示す。底部とはハンドホール内側底部をいう。）

・コンクリート相互間などは、エポキシ系樹脂接着剤により接着する。

・ブロックの仕様は国土交通省仕様に準ずるものとする。

・配管貫通部は、原則として根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ（F=18N/mm以上）とし、差し筋D10タテヨコ@200で補強する。

・補強方法については、あらかじめ監督員にﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ製作図を提出して承諾を受けて施工する。

・ハンドホールにノックアウト部分を設けてはならない。

Ι

1

2

工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 種 目3

工 事 概 要

Ⅲ 工 事 仕 様 

共 通 仕 様1

(1) 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用

　　する。

機材等 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等なものとする。

ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

下表に示す材料機材等（○印のもの）の製造者等は次の1)から6)のすべての事項を満たす

ものとし、この証明となる資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと

を示す書面を提出し監督員の承諾を受ける。

機材の品質性能証明

化学物質を発散する

建  築  材  料  等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

ものとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを

　　放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

(2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて

　　少ないものとする。

(3) 接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難

　　揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　　放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

(4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が

　　極めて少ないものとする。

(5) 上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデ

ヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外の

ものを使用するものとする。

ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

材料機材名 材料機材名

電気錠

その他、監督員の指示によるもの

2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

3)　安定的な供給が可能であること。

4)　法冷等が定める場合は、その許可・認可・認定または免許を取得していること。

5)　製造または施工の実績があり、その信頼性があること。

6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

ホルムアルデヒドの放散量 該　当　す　る　建　築　材　料

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ 接着剤等不使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　 させない材料使用

ｄ ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　 させない塗料使用

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　 させない塗料等使用

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

③旧JISのＥ○規格品

④旧JASのＦ○○規格品

規制対象外

第　三　種

施工条件明示項目

電気保安技術者 工事現場の電気工作物（電路、自動扉、自動シャッター、電動機等も含む）の保安業務

を行うものとする。

電気工事士 契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行う。

実施工程表及び (1) 実施工程表、総合施工計画書は、工事着手に先立ち速やかに提出する。

(3)特別管理産業廃棄物

施工計画書 (2) 工種別の施工計画書は、当該工事に先立ち速やかに提出し、品質計画に係る部分は

  　監督職員の承諾を受けること。

使用材料発注先調書 使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、

監督員の承諾を受ける。

発生材の処理 使用材料名、製造業者名、発注先等を記載した調書を作成し提出する。

(2)引渡しを要するもの以外　　・構外搬出し、関係法令により適切に処理をする。

・無　・有（PCB使用機器：関連法令により適切に処理し建物管理者に引き渡す。）

(4)再利用又は再資源化を図るもの

監督員事務所 ・設けない　　・設ける（規模：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・無　　・有（・廃蛍光管　　・コンクリート・木材・アスファルト・金属くず・ダンボール類　）

・備品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(1)引渡しを要するもの ・無　　　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工事用仮設物 すべて請負者の負担とする。

　構内に作ることが　　・できる　　　・できない

足場さん橋類 ・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

・本工事で設置する。

・内部仮設足場等（・架台足場　・移動式足場　・移動式室内足場　・　　　　　　）

・外部足場

　（　・A種［施工箇所面に枠組足場を設ける。］　・B種［施工箇所面に単管本足場を設ける。］

　　　・C種［仮設ゴンドラを使用する。］　　　　・D種［移動式足場を使用する。］　　　　　　）

工事用電力水その他 本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に

要する費用は請負者の負担とする。

工事写真

しゅん工時提出物

再使用機器

耐震施工

工事の着手に先立ち、撮影計画の作成を行い、監督職員へ提出すること。

標準仕様書及び別表による。

取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後取り付ける。

ただし、絶縁劣化等で使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計施工指針２０１４年版　：監修（独）建築

研究所」による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し承諾を受ける

ものとする。

(1) 設計用水平地震力

　　機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用標準水平地震度を乗じたものとする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平地震度は次による。

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
機器種別設置場所

2.0 1.5機　　　　　器

防振支持の機器

水槽類（※１）

機　　　　　器

防振支持の機器

水槽類（※１）

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.61.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

機　　　　　器

防振支持の機器

水槽類（※１）

屋上及び塔屋

上層階、　　

中 間 階

地下･１階

（※１）水槽類にはオイルタンク等を含む。

　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。

　設計用標準水平地震度

(2) 設計用鉛直地震力

　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　◎重要機器の定義は次による。

　◎上層階の定義は次による。

　　・受変電設備　　・発電設備　　・直流電源設備　　・交流無停電電源装置

　　・交換機　　・自動火災報知受信機　　・中央監視装置　　・　

あと施工アンカー

確認試験は、・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本)を確認強度  　kNにて行う。

防火区画等の

　　貫　通　処　理

電線ケーブル

電線等が、防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合の施工状況について、

貫通個所の両面から写真撮影し、工事写真として提出する。

(1) EM-EEF は紫外線による劣化を抑止する性能を持たせ、「ﾀｲｼｶﾞｲｾﾝ EM-EEF」と

　　表記されたものを使用する。

(2) EM-UTP は JIS X 5150「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材料及びシースに

　　JIS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの。

予備配管 埋込分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合は(25)を１本

５個以上の場合は(25)を２本、天井まで立上げる。

呼び線 長さ１m以上の入線しない電線管には、１.２mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

金属製電線管の塗装 下記の露出配管は塗装を行う。

　　・屋　外　　　・屋　内（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・ZGP管（塗装不要）

・A種［山砂の類：水締め、機器による締固め］

・C種［他現場の建設発生土の中の良質土：機器による締固め］

・B種［根切り土の中の良質土：機器による締固め］埋め戻し土
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15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

・特定の施設　 ・一般の施設　

・公共建築工事積算基準の解説(設備工事編)の「執務並行改修」

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）第1編 第2章 第12節による。

(一社)公共建築協会による「建築材料機材等品質性能評価事業」における評価対象となる電気設備機材

建設発生土の処理 ・場外搬出処理　　　・構内の指定場所に敷き均し　　　

ケーブル埋設票 (1) 地中線路には、ケーブル埋設票をもうける。　・鉄製　　　・コンクリート製

(2) 低圧地中配線にあっても地中線埋設標識シートを敷設する。

(3) 配管埋設幅が750㎜を超える場合は、地中線埋設標識シートは２条以上敷設する。

(1) 露出するプルボックスの本体及びふたの仕上げは、メラミン焼付塗装とする。

(2) 露出するプルボックスのふたの止めねじは化粧ビスとする。

プルボックス

フラッシュプレート 図面に特記あるもの及び特殊なものを除き　　　　　・金属製　　　・樹脂製

プレートの用途表示 プルボックス、ジョイントボックス及び機器を実装しないプレートには、用途を明示

した略標をつける。

配線器具 タンブラスイッチは連用形とする。

壁付けコンセント(2P15A)は原則として連用形とする。ただし、２口の場合は複式を

使用して良い。また(2P15A)以外はすべてキャップ付とする。

機器への接続 本工事の動力制御盤より別途電動機等への配線の接続は本工事とする。

照度測定

　　用　　途：　・　非常用照明　　・　一般照明

・　学校施設における室内照度測定（測定教室：　　個所、　測定黒板面：　　個所）

※教室の照度は、１教室当たり机上面9か所、黒板垂直面9か所で測定する

盤類 (1) 分電盤等の図面ホルダーに、単線結線図・絶縁抵抗測定表・接地抵抗測定表を

　　収納する。

(2) 端子盤には、線番表・結線表を備え付ける。

グリーン購入の推進 長野県グリーン購入推進方針に基づく調達項目

＜資材＞　・照明制御システム　　・変圧器　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

＜建設機器＞　・排出ガス対策型建設機器　・低騒音型建設機器

工事区分表（令和　年版）による。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議する。他工事又は他工種

　　との取り合い

その他及び電子納品 保険等の各種措置及び電子納品については、別添「特記仕様書(共通事項)」による。

（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）
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31

32
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36

　　仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)」(以下、「標準仕様書」という。)、「公共建築改修工事標準

　　仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)」(以下、「改修標準仕様書」という。)及び「公共建築設備工

　　事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)」(以下、「標準図」という。)による。

　の写し、フロー図）

管理技術者設計事務所名

構造担当

積算担当

電気設備担当

機械設備担当

主任担当技術者 担当技術者

意匠担当

Ⅱ 管理技術者等

工事しゅん工後3ヵ月、12ヶ月に点検をして、その結果を書面で（発注機関長）あて報告する。

管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。

・　測定場所：　・　各室（測定箇所数　５箇所）　・　廊下　　・　階段

・D種［再生コンクリート砂：水締め、機器による締固め］

・配管下部は50㎜以上、上部は100㎜以上、砂を用いて締固めること。

●印を付けたものを適用する。

中央監視制御設備

予備配管

非常放送装置

ガス漏れ警報設備

非常警報設備

自動閉鎖設備

自動火災報知設備

防犯入退室管理設備

駐車場管制設備

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

ｲﾝﾀｰﾎﾝﾄｲﾚ呼出し設備

時計設備

電話設備

ＬＡＮ用配管構内情報通信網設備

拡声設備

映像音響設備

情報表示設備

誘導支援設備

構内交換設備

昇降機設備

構内配電線路

構内通信線路

その他 ・　施工制約条件37

本館棟

●機器及び取付け工事

電気設備工事

建築工事

●

●

機器間の配管配線工事

足場.点検口等工事

　　・ E-01図 注記参照

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

小松　高志株式会社　アロー設計

アロー設計　　小松　高志

Syu設計室　　河西　正輝

たくしん電気設備設計　　　阿部　一登

Syu設計室　　河西　正輝

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：2025.06
長野県諏訪児童相談所



梁間(ｍ) 桁行(ｍ) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

管理技術者

担当技術者

（事　務　所　名）　（氏　　　　名）

改修工事

特 記 仕 様 書

Ⅰ．工事概要

ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

3　防水改修工事

7　塗装改修工事

9　環境配慮改修工事

8　耐震改修工事

6　内装改修工事

5　建具改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

4　外壁改修工事

タイル張り仕上げ外壁

塗り仕上げ外壁

モルタル塗り仕上げ外壁

コンクリート打ち放し仕上げ外壁

工事項目

2　仮設工事

工事種目

１．工事場所

２．敷地面積（㎡）

３．工事種目

４．工事内容

建　物　別 種　別 構　造 階　数

　意匠担当

　構造担当

　積算担当

　意匠担当

　意匠担当

設計事務所名

主任担当技術者

（事　務　所　名）　（氏　　　　名）

５．工事範囲

Ⅱ．管理技術者等

各
章
共
通
事
項

－

－
特2特記仕様書（2）諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

５．環境への配慮

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。○
○

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達Ｇ

　 の推進に関する基本方針（令和　年　月　 日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。○

○ ○

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

   ・ 印のみの場合は適用しない。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

特　　記　　事　　項項　　目

1

章

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

(1.4.1)[1.4.1]

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 る。

・

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

 (1.4.2)[1.4.2]

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

６．材料の品質等

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

　 とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　 撮影枚数　　　枚　

   フィルムサイズ　

　 コンクリート厚さ　　　cm

・探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管　・配線等の位置の墨出を行う

範囲

あと施工アンカー工事

コア抜き、はつり工事等

※既存資料調査

※図示による　　

　　鉄筋調査

 [2.1.3]・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

2

仮
設
工
事  [2.2.1][表 2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

　別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式

　又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場

防護シート

・設置しない

・設置する

・設置しない

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

１．騒音・粉じん等の対策

２．足場等

仮設間仕切りの種別と材質等

種別

[2.3.2][表 2.3.1]

 [2.3.1]

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

 保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

材料、撤去材等の運搬方法

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

・設置しない

内部足場

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

仕上げ（厚さmm） 塗装 充填材

・A種

・せっこうボード

  種類(・　　　　　　　　　)

  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm )

・合板

　材種(・　　　　　　　　　）

  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm )

・

・B種

グラスウール
・無し

・片面

・

※C種 防炎シート

材質 仕上げ 設置箇所

※木製

・

※合板張り程度

・

・　　　か所

・図示による

塗装

・無し

・片面

３．既存部分の養生

４．仮設間仕切り

５．監督員事務所  [2.4.1]

 [2.4.1]

 [2.4.1]

６．工事用水 構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　※　利用できない

７．工事用電力 構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　※　利用できない

3

防
水
改
修
工
事

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

調査範囲１．施工数量調査

[3.1.3]※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

既存保護層の撤去

・

２．降雨等に対する養生

　　方法（とい共）

３．既存防水の処理

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）　　　・行わない

既存防水層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）　　　・行わない

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 

・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）　　　・行わない

[3.2.6]既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

部等の処置　　 

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

４．既存下地の処理

・図示による　　・　

※監督職員との協議による　　　・図示による

[3.3.2～5]屋根保護防水（既存 ） 　

新設防水層の種別

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

  厚さ0.15mm以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・

・

新設種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

□Ｇ

　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

(種類)

(厚さ)(mm)

　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き）

　・　　

　70g/㎡程度

改修工法

・P2A

・P1B

・P2AⅠ

・P1BⅠ

５．アスファルト防水

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

養生方法（※ビニルシート、合板等　　・合板＋防炎シート　）

・図示による　　　※工事に支障となる範囲

・図示による　　・既存防火扉利用　　・　

７．石綿含有建材の調査 

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo=　　　m/s）

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　）

・　風圧力

・　積雪荷重 　　

 [1.1.4]

 [1.3.3]

 [1.3.5]

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

　　既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、クローザ類、

　　自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、

　　オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、

　　移動間仕切、トイレブース、天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、

　　トップライト、ポリマーセメントモルタル、鋳鉄製ふた

※　適用する　　　　・　適用しない

※　適用する　　　　・　適用しない

・「現場説明事項・施工条件明示事項」による

[1.5.1]

分析方法

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

分析対象

※石綿含有建材の事前調査 

採取箇所

調査

　貸与資料（　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

材料名

定性分析方法

（JIS A 1481-1）または

（JIS A 1481-2）

定量分析方法

(JIS A 1481-3)、(JIS A 1481-4)

または(JIS A 1481-5)

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・図示による　　・　

※　適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・　適用しない

 [1.7.2]

適用工事種目 技能検定作業

　防水改修工事 　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水工事作業

　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　・FRP防水工事作業　　 　・左官作業  　・内外装板金作業

　外壁改修工事 　・左官作業　　・ﾀｲﾙ張り作業　　・建築塗装作業

　建具改修工事 　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業

　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業　内装改修工事

　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　　・鋼製下地工事作業

　・壁装作業　　・大工工事作業　　・ﾀｲﾙ張り作業

　塗装改修工事

　耐震改修工事

　・建築塗装作業

　・鉄骨組立作業　　・型枠施工作業　　・とび作業

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　石工事

　植栽工事

　・石張り作業

　・造園工事作業

測定物質

測定箇所（室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　箇所

　　　※　試料採取にあたっては、監督員又は監督員が指定する者が立会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm 0.07ppm

ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ

0.20ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.04ppm

ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

備　考

測定方法　　　※　パッシブ法（拡散法）　　　・　アクティブ法（吸引法）

　　　　　　　　検査機関

　　　　　　　　※　環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

　　※　パラジクロロベンゼン　　※　スチレン

　　※　ホルムアルデヒド　　※　トルエン　　※　キシレン　　※　エチルベンゼン

6章および8章による

・電子データ(JPEGフルカラ

　ー・圧縮率1/4程度)

※　作図する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　監督員の指示による）

　　　　　　　　※　製本（原図の白焼き、見開きA１版（１部））

:(　)箇所、

箇所数

外観正面

上記と異なる外部

内部:(　)箇所

撮影部位及び

セル以上で画像

補正を行ったも
の

1280×960ピクセ

ル以上かつ、撮 

外部:(　)箇所、

内部:(　)箇所
影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

:(    )箇所

画質等

内部:(　)箇所

程度
(JPEGフルカラー)

下記のものを監督職員へ提出する。原版は撮影業者の保管とする。

提出部数分類・規格

　アルバムは、黒表紙金文字入り、サイズはH320×D300程度とする。

電子データ（CD-R） ※　２部

※　２部

 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

4500×3000ピク

画素数及び
撮影者

建築完成写真の
撮影実績がある

者で、監督職員
が承諾する撮影
業者

・カラー印画紙キャビネ版

　アルバム綴じ

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※　CADで作成し出力　　　　・　　　　　　　）

　　作成方法　　・　原図　　用紙　　（・　トレーシングペーパーA1　　・　　　　　　　）

　※　完成図（※　設計図書で示したもの全て　・　標仕表1.7.2による

※　保全に関する資料（２部）

　　　　　　　　※　CADデータ（※　CD-R（２部）　　・　　　　　　　　　　）

※厚さ 50mm以上

32k

・

グラスウール貼り

・有り

・無し

規模　　※　10㎡程度　　・　20㎡程度　　・　（　　）㎡程度

 (1.5.9)[1.7.9]

　 4   2   25

[1.6.2、3]

[3.1.4] [3.2.3、4、6]

グラスウール貼り　　※グラスウール32k（厚50㎜以上）

・B-2

・BⅠ-2

  又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

  70g/㎡程度

２．工事実績情報の登録

３．電気保安技術者

１．適用区分

４．施工条件明示事項

□

・　設ける　　　※　設けない

 [1.6.2]調査範囲及び調査方法　　※　図示　　　・　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※　図示　　　・　  [1.6.3]

８．施工数量調査

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。９．設備工事との取合い

10．技能士

11．化学物質の濃度測定

12．埋設配管・配線および

13．完成図等

14．完成写真

Ⅳ.建築改修工事仕様

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、〇をつけ

　　たものを適用する。

○
○

    　・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）（以下「改修標準仕様書」という。）

    　・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）（以下、「標準仕様書」という。）

○
○

○
○

○
○

    　・建築工事標準詳細図（最新版）（以下「標準詳細図」という。）

    　・建築物解体工事共通仕様書（最新版）

    　・敷地調査共通仕様書（最新版）

    　・建築構造設計基準（最新版）

    　・工事写真の撮り方　建築編（最新版）

    　・公共建築木造工事標準仕様書（最新版）

○    　・建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）　　　　　国土交通省大臣官房技術調査課・土地・建設産業局建設業課

○    　・長野県建設リサイクル推進指針　　　　　　　　　　　　長野県建設部

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：2025.06
長野県諏訪児童相談所



－

－
特3特記仕様書（3）諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

アルミニウム製

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・

・シーリング材 

・

・

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

・

耐久性による区分

(日射熱遮へい性が２種の場合)

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

20．ガラスブロック

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

力骨　

※ステンレス鋼(SUS304)

・

※径5.5mm　　

※はしご形状複筋及び単筋

・

※図示による　　・　

材質

寸法

形状

目地部の横力骨の納まり　

金属製化粧カバー　

・ステンレス製

・アルミニウム製 

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・

品質は、JIS A 5759による。

□Ｇ

種類
記号

その他性能等
外貼り用

・日射調整フィルム

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

内貼り用

・SC-1 ・SC-2

・LE

・GI-1 ・GI-2

・GD-1 ・GD-1

・SF

※図示による　　・　

※図示による　　・　

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

21．ガラス用フィルム

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

 [6.1.3]
6

内
装
改
修
工
事

・図示による

・図示による

・図示による

１．改修範囲

[6.7.3、4] [表6.7.1]15．軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※改修標準仕様書6.7.4(5)による

・図示による 

・ 

・ 

※図示による　　・　

スタッド、ランナの種類 

[6.6.2～4]14．軽量鉄骨天井下地

野縁等の種類

屋外の形式及び寸法

屋外

野縁受け、つりボルト及びインサートの間隔

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

周辺部の端からの間隔

野縁の間隔

　　※つりボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成部材等の

既存の埋込みインサート

・使用する　　・使用しない

　　・(　　　)N

    　単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　引張試験にて確認する強度　　

　　　　　　　・(　　　)箇所　

　試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

・行わない 

あと施工アンカーの施工後の確認試験　

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

・図示による　　・既設に倣う

・図示による　　・既設に倣う

・図示による　　・既設に倣う

・行う　（屋外の試験荷重：　　　　　　　　　　　）

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

[6.5.5]11．防腐・防蟻処理

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部材 処理の方法

・

・

薬剤の種類

・

適用部材 保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　） 

[6.5.3、4] 

接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

10．接着剤

[6.5.2]□Ｇ７．造作用単板積層材

[6.5.2]８．合板等

施工箇所
厚さ 間伐材等単板の

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

・

※5.5

樹種名

接着の

程度
板面の品質

※1類

・2類

施工箇所 等級
間伐材等単板の 強度

の適用

・

樹種名

板面の

品質

厚さ

□Ｇ

※2級以上

・1級

※1類

・特類

※C-D以上

・

※12

・

・適用

　する

・適用

　しない

・適用

　する

・適用

　しない

（　　）

等級

防虫

処理（mm）

接着の

程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ 間伐材等

の適用

・

□Ｇ

（mm）
単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・特類

・1類

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所

□Ｇ

化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度 防虫処理の適用

・1類

厚さ

（mm）

・適用しない

・適用する

・2類

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所

□Ｇ

接着の程度
厚さ

（mm）
防虫処理の適用化粧加工の方法

・1類

・2類 ・適用しない

・適用する

・パーティクルボード

施工箇所

□Ｇ

表裏面の状態に 曲げ強さに 耐水性に

よる区分 よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

（mm）

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

※15

施工箇所 寸法（mm）

・MDF

施工箇所

□Ｇ

表裏面の状態厚さ

（mm） による区分

曲げ強さに

よる区分

接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分

□Ｇ

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・

強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

寸法

※14％以下

・

含水率施工箇所
寸法 間伐材等

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

施工箇所
寸法 間伐材等

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

・適用する
・

・適用しない

[6.5.2]□Ｇ５．製材

[6.3.2]３．既存壁の撤去及び

　　下地補修 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）

・

２．既存床の撤去及び

　　下地補修 ビニル床シート等の除去

合成樹脂塗床材の除去工法　

・下地モルタルとも（・図示による　　・除去範囲全て）

・機械的除去工法

※仕上材のみ（接着剤とも）

・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　　　

※室内の改修箇所　　　・　

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

モルタルは、４章　外壁改修工事による。

 [6.2.2]

・グレイジングチャンネル

・グレイジングチャンネル

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

日射熱遮へい性による区分

※建具表による　　

・１種　　・２種　　・３種

・Ａ種　　・Ｂ種

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類 ※建具表による　・図示

[5.14.5]

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

［6.5.7］13．窓、出入口その他 

・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉　

・

［6.5.6］12．内部間仕切軸組及び 

  　床組み ・間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※杉又は松　

・

・床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※杉又は松　

・

※薬剤の製造所の仕様による
※JIS K 1571に適合又は同等品

・合板等の加圧注入処理等の適用

　適用部位（　　　　　　　　　　　　） 

※F☆☆☆☆　　

・　図示　　　・　

造作材の化粧面の釘打ち [6.5.3]９．接合具等

・つぶし頭釘打ち　　　　・釘頭現し

※隠し釘打ち　　　　　　・釘頭埋め木

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

・　　　　　　(形状：　　　　　　　寸法：　　　　　　　材質：　　　　　　　)

　(改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

単板の樹種名

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

・「合板の日本農林規格」による普通合板

・JAS 3079に基づく直交集成板

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

表面の品質

表面の品質品名

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

[6.5.2]４．施工一般

材料のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

・

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所
間伐材等

の適用

・※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材

面の品質

見付け

材面
寸法（mm）樹種名

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種名
間伐材等

の適用

・

見付け材面の品質

・

・

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

寸法（mm）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

見付け材

面の品質

化粧薄

さ(mm)

板の厚

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材

※1等 ・2等

面の品質

化粧薄

さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

見付け

材面

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

板の厚樹種名

[6.5.2]□Ｇ６．造作用集成材

施工箇所
間伐材等

含水率
の適用

・

※A種

・B種

・

・

※A種

・B種

・

・

※A種

・B種

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

（　　　　）

（※A種 ・B種）

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

造作材の場合

寸法（mm）樹種 材面の品質 防虫処理

施工箇所
間伐材等

の適用

・

・

・

保存処理等級

※1等

・

※10％以下

※1等

・

※1等

・

※10％以下

※10％以下

含水率

・A種 ・B種 ・　

・A種 ・B種 ・　

・A種 ・B種 ・　

寸法（mm）樹種

施工箇所
間伐材等

の適用

・

・

・

見え掛り面

見え掛り面

以外

保存処理等級

・

※上小節

・

※　小節以上

含水率寸法（mm）

※A種 ・B種 ・　

※A種 ・B種 ・　

樹種

施工箇所
間伐材等

の適用

・

・

・

等級

・

※2級

・

※2級

・

※2級

※A種 ・B種 ・　

※A種 ・B種 ・　

※A種 ・B種 ・　

樹種 寸法（mm） 含水率 保存処理

品名

品名

・JAS 1083（製材）以外の製材

・JAS 1083-6　製材‐第6部に基づく広葉樹製材

・JAS 1083-2　製材‐第2部に基づく造作用製材

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材 

　・利用する（信州木材認証製品又は同等品）　　　・利用しない

信州産材の利用

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：2025.06
長野県諏訪児童相談所



Ｎ ■大熊保育園

■諏訪大社上社本宮

JR上諏訪駅

■諏訪市役所

■すわっこランド

■諏訪湖スタジアム

■北澤美術館新館

諏訪ＩＣ

中央本線

諏訪湖

神宮寺

湖南大熊

大熊保育園

至ル茅野

至ル岡谷

県道16号線

国道20号線

県道183号線

県道487号線

諏訪ＩＣ

飯島

中央自動車道

　諏訪市大字湖南字大道下3248-3

磁
北

真北

市道
(No.62242)
幅員4.5Ｍ

駐車場（計２２台）

既存排水桝

市道
(No.62242)

幅員5.5Ｍ

車乗入れ口

夜間通用口

ポーチ

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道
路

境
界

線

道路境界線

5,
00
0

ス
ロ

ー
プ

ハ

駐車場

駐車場

ハナハ

Ｄ

ウッドデッキ

花壇

配置図　S＝1/150

1/150

1/300
01配置図・案内図・概略工事工程表

案　内　図

1. 騒音、振動の発生する工事、大型重機を使用する工事は原則土日祝日に

行うこと。

2. 受変電改修時の自火報受信機、電話主装置、機械警備主装置、LANｻｰﾊﾞｰ等の

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電源として下記機材を仮設で設置すること。

　・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機：

　・燃料　　　　 ：

　・ｹｰﾌﾞﾙ 　　　 ：

1Φ3W 200/100V 10kva　低騒音.INV付　～ﾚﾝﾀﾙ1日

24L

EM-CE 8sq-3C.ED 5.5sq ～ 30ｍ 仮設終了後は撤去のこと。

【注記】

仮設足場
L:12.6ｍ×H:4.0ｍ

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

接続先は打合せにより決定すること。

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：

現地調査・準備工

太陽光機器

既設盤改修

654321 121110987 13 14 15 備考
工種

月数

承認

配管配線

検査

概略工事工程表
1. 施工に際しては、要所要所で工事範囲を含めた工事計画書を

提出し、監督員の承諾を得るとともに、来所者、職員の
安全と、業務に支障なきよう配慮のこと。

施工図

2. 騒音、振動の発生する工事、大型重機を使用する工事は
原則土日祝日に行うこと。

長野県諏訪児童相談所

据付製作

配管配線工事



主幹開閉器容量
盤　名　称
型　　　式

電圧
（Ｖ）

MCBELB Ｐ ＡＦ ＡＴ

回路
番号

分岐開閉器

１φ３Ｗ
２１０／１０５Ｖ ２Ｐ ５０ ２０２００Ｖ

1

2

５０ ２０

５０ ２０５０ ２０

５０ ２０

1

2

3

4

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

２Ｐ

２Ｐ２Ｐ

２Ｐ

負荷容量（VA) 負荷名 備　　考

相談室　遊戯室　他照明

書庫他照明

待合　ホール　ポーチ他照明

便所　宿直室他照明

２８００

５００

４３０

１０７０

事務室　会議室照明２３００

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０

２Ｐ ２０２００Ｖ ５０ パネルヒーター電源１２５０

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ 便所　保護室他照明１０００

従量電灯Ｃ契約
（ブレーカー契約）

２Ｐ ２０５０

（埋め込み型）

２３５０

２３５０

２３５０

２３５０

２９６０

２９６０

２９６０

２３５０

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

ｴｱｺﾝ電源（屋内器）

１２５０ パネルヒーター電源

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ １３００ 空調換気扇電源

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

エアコン電源１７５０

空調換気扇電源１６００

GAS漏れ警報器用電源

洗面化粧台・給湯器電源

小便器感知器用電源

便所　大便器用電源

便所コンセント

便所　大便器用電源

１００

１５００

２００

１０００

１０００

１０００

インターホン用電源

事務室床コンセント

事務室床コンセント

事務室床コンセント

冷蔵庫用電源

２００

３００

５００

２００

２００

コピー機用電源

事務室コンセント

コンセント

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｷｯﾁﾝｺﾝｾﾝﾄ

会議室コンセント

宿直室コンセント

外コンセント

保護室コンセント

便所コンセント

相談室ほかコンセント

洗濯機用コンセント

１０００

３００

４００

３００

６００

４００

５００

４００

２００

６００

１０００

－

－

－

判定室ほかコンセント

廊下コンセント

遊戯室コンセント

IBMラック

予備

予備

予備

７００

４００

２００

電話交換機電源

ﾄｲﾚ呼出表示器電源

自火報受信機電源

端子盤（ﾌﾞｰｽﾀｰ・HUB　電源）

誘導灯・非常灯

２００

２００

２００

２００

２００

２００

ａ

ｂ

ｃ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

ｄ ５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

５０ ２０１００Ｖ ２Ｐ

ｅ

ｆ

ELCB 3P
225/200AT

ＷＨＭ
電力会社契約用

電力契約 ＷＨＭ
電力契約ｾﾊ

ﾟﾚ
ｰﾄ

１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ ３φ３Ｗ　２００Ｖ
６０Ｈｚ　 ６０Ｈｚ　

引き込み盤

負荷名

容量

分電盤

屋外鋼板製壁掛け型　色指定　防水型　電柱に取り付け

動力盤

39.6ＫＷ

ＭＣＢ　３Ｐ

電力会社契約用

主幹開閉器容量
盤　名　称
型　　　式

電圧
（Ｖ）

回路
番号

分岐開閉器

５０

５０

５０５０

５０

負荷名 備　　考

ＭＭＣＢ　３Ｐ

５０

５０

２０５０

５０

５０
３φ３Ｗ
２００Ｖ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ　屋外機

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

予備

５０３Ｐ ５０ ＳＰＤ
クラスⅡ低圧用ＳＰＤ回路 ５０３Ｐ ５０ ＳＰＤ クラスⅡ低圧用ＳＰＤ回路

電灯動力分電盤

50.68ＫＶＡ

２２５／２００Ａ

２２５／２００Ａ

外灯(ｿｰﾗｰﾀｲﾏｰにてON　OFF） ソーラータイマー（２４Ｈ式）盤内組み込み

1

2

3

4

5

6

7

8

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

３０

３０

３０３０

３０

３０

３０

３０

３０

負荷容量（KW)
暖房極低温消費
電力

回路契約先方ﾌﾞﾚｰｶｰ契約

容量 40.00ＫＶＡ 12.00ＫＶＡ

MCBELB Ｐ ＡＦ ＡＴ

待合・談話スペース　エアコン

宿直室　エアコン

保護室１　エアコン

保護室２　エアコン

医務室兼相談室　エアコン

相談室１　エアコン

相談室2　エアコン

判定室　エアコン

観察室エアコン

女子トイレ・身障者トイレＰＨ

男子トイレ・便所ＰＨ

事務室　１

事務室　２

事務室　３

会議室　１

会議室　２

応接兼相談室

遊戯室　１

遊戯室　２

中部電力契約

６００

ー

ー
02電灯動力分電盤図

【既設引込盤、電灯動力盤　改修工事概要】

※1：既設MCCB 3P 225/200AT の更新

※2：盤内ｽﾍﾟｰｽに太陽光用漏電遮断器を増設

※3：既設主幹MCCB 3P 225/200AT の更新

図示の　　　　は改修範囲を示す。

※1

200/100V ELCB 3P 50/40AT（逆接続可能型） 太陽光 ※2

（逆接続可能型）

ELCB 3P
225/200AT

（逆接続可能型）

※3

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：2025.06
長野県諏訪児童相談所
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ス
ロ
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プ

窓下収納

書類棚 書類棚

書類棚

屋外機置場

収納棚
屋外機置場

屋外機置場

屋外機置場

屋外機置場

電灯動力分電盤

会議室

ケース庫

書庫･物品庫

事務室

待合･談話スペース

ホール１

風除室

ポーチ

応接兼相談室 判定室 観察室

遊戯室

ウッドデッキ

相談室２相談室１医務室兼相談室便所
(身障者用)

便所(女)保護室２

押入

押入

保護室１

押入

宿直室

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｷｯﾁﾝ

脱衣室

浴室

便所(男)

光庭

ホール２

玄関
夜間通用口

ガスボンベ庫
物置

外倉庫

(タイヤ置場)

便所

掃除具入

内廊下 廊下

(吹抜け)

屋外機置場

5,460 910 2,730 910 2,730 2,600 1,950 3,640 3,640 4,550 4,550

6,370 27,300 1,820
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,
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,
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,
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平 面 図　　　Ｓ＝1／100

１ ８ 17 32 33 38

Ａ

Ｋ

Ｏ

Ｚ

1/100

1/200
03太陽光発電設備 平面図

磁
北

真北

機器間配線 ⑫⑬
ｼｽﾃﾑ系統図参照

PC
WP-SUS
SS2020

機器間配線 ⑪
ｼｽﾃﾑ系統図参照

機器間配線 ⑫
ｼｽﾃﾑ系統図参照

WP-SUS
SS2020

～3

既設分電盤改修
(盤結線図参照)

RB
SS1515
WP-SUS

記号 名　称 備　考仕　　様

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 機器姿図参照PC

機器姿図参照

★ 防火区画貫通耐火処理 国土交通省認定工法

PM 計測装置

機器姿図参照EC 非常ｺﾝｾﾝﾄ盤

EC

機器間配線 ⑬
ｼｽﾃﾑ系統図参照

RB取付位置、電源取出し
ｺﾝｾﾝﾄは現地調整のこと

EC取付位置は、
現地調整のこと

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

天井点検口 記入なきは450×450

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：

600 600 400

400 400 300

HDW記  号

プルボックス(SS) 寸法表（mm）

WP ： 防水型

備    考

150150150

300300300

400500500

100200200

： ステンレス製SUS

400400400

200 200 200

300 300 200

6040

4030

1515

3030

4040

5040

2010

2020

3020

MA

ｹｰﾌﾞﾙ配線（天井内、ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

露出配管配線

記号 適　　用 備　　考

立上げ部は配管保護

屋内 屋内 屋外
地中

注１）防火区画及び防火上主要な間仕切り壁貫通部は耐火処理(国土交通大臣認定品)を行うこと。

隠蔽 露出 露出

MA 一種金属線ぴ A型

EM-EEF 2.0 -3C(1線ｱｰｽ) PF(22) E(25) G(22) FEP(30)

長野県諏訪児童相談所
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屋根伏図　　　Ｓ＝1／100

1,820

屋根２:塩化ビニル樹脂シート防水ｔ=2.0

嵌合式タテハゼ葺き

軒樋

軒樋

軒樋

軒樋

軒樋

軒樋

軒樋

ドレイン

ドレイン
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屋根１:カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.4 嵌合式タテハゼ葺き

屋根１:カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.4

雪止め:L-50ｘ50ｘ4亜鉛メッキ品

屋根３:カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.4 嵌合式タテハゼ葺き

雪止め:L-50ｘ50ｘ4亜鉛メッキ品

勾
配
4
/
1
0

Ａ

Ｋ

Ｏ

Ｚ

１ ８ 17 32 33 38

(吹抜け)
中庭

軒樋

小庇

下部小庇

屋根１:カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.4 嵌合式タテハゼ葺き
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04太陽光発電設備 屋根伏図

磁
北

真北

WP-SUS
SS2020

太陽電池アレイ総合最大出力

パワーコンディショナ

太陽電池アレイ回路構成

4.

3.

2.

1.

№ 仕　様項　目

7 6

54

3 2 1

7654321 8

太陽電池アレイ

太
陽

電
池

ア
レ
イ

太陽電池モジュール

6.15kW

410W×15枚

（8直列+7直列）×1系統

単相2線式　5.5kW×1台

機器間配線 ⑪
ｼｽﾃﾑ系統図参照

太陽電池アレイ

側面

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

Z35:100W.WPｶﾊﾞｰ共

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：
長野県諏訪児童相談所



05太陽光発電設備 特記仕様書

（３）

１．一般事項

適用範囲１．１　

太陽光発電設備設置工事 特記仕様書

発電システムについて適用する。

（１）労働基準法

（２）労働安全衛生法

（４）電気事業法

（３）建築基準法

（５）電気工事士法

（６）消防関係法規

１．２ 適用規格･法規等

本工事の設計・施工に当たっては、下記の法令・規格等に基づくものとする。

（７）日本産業規格（ＪＩＳ）

（８）日本電機工業会標準規格（ＪＥＭ）

（９）日本電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）

（１０）日本電線工業会規格（ＪＣＳ）

（１１）内線規程

（１２）系統連系規程

（１４）建築設備耐震設計・施工指針

　　　　ガイドライン　　　　　　　　　　　　

：

：

：

：

太陽電池発電所

ョナ（接続箱機能）で集電する。

１．３ 保証条件

２．１ 設備の概要

名称

連系する電力系統

発電設備の種類

設備容量

２．２　システム構成

と同期した交流電力に変換し、対象とする負荷へ電力を供給する。

竣工後１年以内に製作もしくは施工不良、その他工事施工者の責任に帰すべき不都合

（２）

（１）

２．３ 運転方式

パワーコンディショナは、下記の通り全自動運転を行うものとする。

（１）

起動する。

（２）太陽電池の出力を監視し、設定値以下になると自動的に運転を停止する。

（３）太陽光発電システムによる負荷への電力供給は、原則として日中発電時のみを対象

せる。

とする。日中発電時に日射不足により給電不能となる場合は自動的に運転を停止さ

太陽電池の動作特性を監視し、設定値に達するとパワーコンディショナを自動的に

（４）太陽電池出力監視による発電装置自動停止後の復帰は時限を採って行い、不要な

交流系統に事故が発生した場合やパワーコンディショナ故障時は、速やかに商用系

統との連系接続を解列し確実に停止する。

高頻度のポンピング（ＯＮ／ＯＦＦ動作）を避ける。

（５）

２．４ 系統連系保護方式

電気設備技術基準解釈による保護継電器の種類・検出場所を表－１に示す。

表－１

保護継電器の種類

（３）

（１）

設置相数

（２）

（４）

（５）

検出場所

太陽電池は太陽からの日射を受けると直流電力を発生し、これをパワーコンディシ

パワーコンディショナは、この直流電力を並列する商用電源の電圧、周波数、位相

諏訪児童相談所太陽光発電設備

低圧一般配電線（単相３線、１００／２００Ｖ、６０Ｈｚ）

パワーコンディショナ容量　単相２線　５．５ｋＷ×１台

（４）

（５）運転データ等は、計測監視装置により収集する。

的に系統連系運転に切替える。

運転を再開する。

商用系統の事故の場合は、商用系統が復旧すれば確認時間後、自動的に再投入して

電力停電時には、パワーコンディショナは自動的に自立運転に切替え、非常用コン

セントに電力を供給する。但し、日射条件下の操作とし、電力系統復電時には自動

（６）

過電圧継電器 （ＯＶＲ）

（ＵＶＲ）不足電圧継電器

周波数上昇継電器

単独運転検出機能

周波数低下継電器

（受動・能動）

（ＵＦＲ）

（ＯＦＲ） １相

１相

－

パワーコンディショナ内

２相

（１３）電力品質確保に係る系統連系技術要件　　

本システムにおける連系保護装置は、電気設備技術基準に沿って設置するものとする。

連系保護装置等により、パワーコンディショナ及び系統の異常時には連系を遮断する。

データ計測方式２．５

機能

・データ収集機能

・データ集計機能

・データ変換機能（ＣＳＶ形式）

・故障履歴表示機能

（２）測定周期、演算周期、データ 格納周期

・測定周期

・演算周期

・データ格納周期

: ６秒

: １分

: １分間

（３）

データ収集項目は表－２に示す通りとする。

データ収集項目

表－２

項　　目 測定点数 データ格納

（１）

・各パワーコンディショナ直流電力/電流/電圧/電力量 ○

 各１点

 各１点

 １点

・各パワーコンディショナ交流電力/電流/電圧/電力量

・システム交流電力/電力量 ○

○

容量４１０Ｗ以上

納入機器範囲

納入機器は表－３に示す通りとする。

表－３

No. 機  器  名 仕  様 数量

１． 太陽電池モジュール

３． パワーコンディショナ

単結晶シリコン太陽電池

５． １台

１台４．

２． １式屋根取付金具

非常用コンセント箱

単相２線式（接続３線式）　定格容量５.５ｋＷ １台

計測監視装置 小型計測端末（鋼板製外箱収納）

１５枚

３．機器仕様（参考）

３．１

種類

容量 ：４１０Ｗ以上

外形寸法 ：機器姿図参照

準拠規格 ：ＩＥＣ６１２１５－１／－２、ＩＥＣ６１７３０－１／－２

出力特性 ：表－４参照

太陽電池モジュール

表－４

（Ｖｐｍ）

（Ｉｐｍ）

最 大 出 力

最大出力動作電圧

最大出力動作電流

（Ｖｏｃ）開 放 電 圧

（Ｉｓｃ）短 絡 電 流

（Ｐｍ）

公　称　値項　　　目

条件 ：　ＡＭ１．５　 全天日射基準太陽光

：単結晶シリコン太陽電池

（＋１０％、－３％）

４１０（Ｗ）

：　放射強度　１０００Ｗ／㎡　　　モジュール温度　２５℃

３１．０９（Ｖ）

１３．２０（Ａ）

３７．３３（Ｖ）

１４．０６（Ａ）

構造

材質

強度 ：関係法規に基づき必要な強度を有する。

３．２ 屋根取付金具

：一般構造用鋼　溶融亜鉛メッキ処理、高耐食メッキ鋼板、

アルミ合金等、耐食性を有するもの。

：立平葺用　掴み式

立平葺用　 掴み式 　

本システムにおけるデータ計測に当たっては、（１）に示す機能により、（２）に

２Ｐ　１５Ａコンセント×１

３．３ パワーコンディショナ

構造

種類

電気方式

定格容量

入力回路数

定格入力電圧

運転可能電圧範囲

定格出力周波数

定格電力変換効率

定格力率

出力高調波電流歪率

：系統連系用

：単相２線式（接続３線式）

：５．５ｋＷ（力率１．０時）

：４回路

：ＤＣ４５～４５０Ｖ

：５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

：９６．５％

：０．９５

：総合５％以下、各次３％以下

運転／停止 ：「２．３運転方式」による。

保護機能

質量

：「２．４系統連系保護方式」による。

構造

材質

電源

：鋼板製

：屋内壁掛型

３．４ 非常用コンセント箱

表示

計測監視装置

構造 : 屋内壁掛型 

使用機器

付加機能

　仕様は、｢２.５項｣に準拠するものとする。

　表示装置用画面連動対応機能

　データ記録・保存・抽出（ＣＳＶ）機能

　システム異常発生時のメール通知機能

: 小型計測端末、鋼板製収納箱

３．５

工事範囲

４．１ 機器据付工事

（２）

（１）

４．２ 電気工事

（１）

（２）

（３）

（１）電力会社連系協議、各種申請書類の作成・提出

（２）システム試運転調整

その他

４．

４．３

太陽電池アレイ組立工事

機器据付工事

※機器の固定は耐震クラスＳを適用する。

２．６納入機器のＤ種接地工事

既設分電盤の改修工事

（４）

（１）各モジュールの試験成績表の出力値がＪＩＳに適合していること。

（２）出力の合計値が３.１に示す容量の合計値以上であること。

外観検査

絶縁抵抗測定

保護装置特性

システム動作

太陽電池 計測監視
装置

配線
ケーブル

パワーコン
ディショナ

〇絶縁耐圧

〇

〇 注

注

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇注

注

注

注）現地検査又は工場検査のいずれかで可とする。

５．２ 試運転・完成検査は、表ー５の項目を実施する。

太陽電池モジュール出力検査５．１

試験・完成検査５．

表－５

太陽電池容量　６ｋＷ以上

２．６

検査項目

本仕様書は、諏訪児童相談所における太陽光発電設備設置工事及び系統連系用太陽光

が発生した場合は、速やかにこれを無償で修理、又は、良品と交換するものとする。

２．システム概要

本システムは、太陽電池モジュール、屋根取付金具、パワーコンディショナ、非常

用コンセント箱、計測監視装置等より構成する。

２相

示す条件で、（３） に示すデータ を自動的に収集し、定められたデータフォーマ

ットに従って、蓄積及び抽出できる計測システムを構築する。

：屋外壁掛型　耐塩害仕様

：ＤＣ３３０Ｖ

：２０ｋｇ程度

：ＡＣ１００Ｖコンセント  ２Ｐ１５Ａ×１

: パワーコンディショナ自立運転時 ＬＥＤランプ表示

: 出力制御機能

太陽電池アレイ～低圧電灯盤までの配管配線工事

計測信号線の配管配線工事

ー

ー

：逆潮流の有無 有り

諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

６．その他

（１）

（２）

機器荷重条件は建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる

・　風圧力　　　　　風速（Ｖｏ　＝　　　　　　　ｍ／ｓ）

　　地表面強度区分　（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）

・　積雪荷重

　　建設省告示第１４５５号における区域　別表（二十七）

太陽電池モジュール出力保証：１０年（定格公称最大出力の－１０％の９０％以上）

太陽光パネルの系統、線名札を維持管理上適切な箇所へ表示すること（３）

（４） 工事完了後の１年間の発電量を３ヶ月毎の実績を計測し、システム効率を算定の上、

発注者に報告する

30

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：
長野県諏訪児童相談所



ELCB

200V 200/100V

動力

WHM

電灯

WHM

引込開閉器盤

分電盤

3φ3W 60Hz 1φ3W 60Hz

逆接可能型

40AT/100mA

3P3E

単独受

UVR

OVR

UFR

OFR

単独能

MC

1

PV1 PV2

1

87

BD1

DS1

BD2

DS2

1φ3W 5.5kW

PVCC 4.0sq-1C×4
EM-IE 5.5sq

太陽電池アレイ

パワーコンディショナ
AC100V

小型計測端末

計測監視装置

収納箱

1Φ2W
1.5kVA

非常用コンセント箱

LEDB

ELCB1

2P2E 15AT

EM-CE 5.5sq-3C

RY3

EM-CPEE-S 1.2-2P

EM-IE 5.5sq

【太陽光発電システム概要】

太陽電池容量

回路構成

パワーコンディショナ容量

太陽電池４１０Ｗ×１５枚＝６．１５ｋＷ

（７直列＋８直列）×１系統

（参考）

５．５ｋＷ×１台

５ｋＷ以上

1 2  3 4 5 6 7 8  9 0

1
72

2
3
5

1134

：２５．４ｋｇ程度質量

：１５００Ｖ最大システム電圧

最大出力動作電流

最大出力動作電圧

短絡電流

開放電圧

：単結晶シリコン

最大出力

電池種類

47
8

405 211

太陽光発電設備 ｼｽﾃﾑ系統図・参考機器姿図

質量　

自立出力

定格出力電圧

接続方式　　

定格出力　　

構造　

：２０ｋｇ程度

：ＡＣ１００Ｖ １φ２Ｗ　１．５ｋＶＡ

：２０２Ｖ　５０／６０Ｈｚ

：単相２線式 (接続３線式)

：５．５ｋＷ

：屋外壁掛設置

システム系統図

非常用コンセント箱（参考） 計測監視装置（参考） 単位：mm単位：mm

300 175

15025

1
20

2
80

4
00

ELCB

CON

152

137

37

10
2

45

123

24

700 300

6
00

材質

質量

シリアル ：ＲＳ４８５入出力ポート×２

電源 ：ＤＣ５Ｖ ２Ａ

消費電力 ：１０ＶＡ

その他

鋼板製収納箱

F

構造

定格電圧

コンセント

：屋内壁掛型

：鋼板製

：ＡＣ１００Ｖ 単相２線式

：２Ｐ　１５Ａ（Ｅ付）

取付穴(4箇所)
Φ4.5mm

パワーコンディショナ（参考）単位：mm 単位：mm太陽電池モジュール（参考）

機器姿図

　システム異常発生時のメール通知機能付

：３００ｇ程度（本体)

EM-CET 14sq

自立出力

CON

RS485

：４１０Ｗ

：３７．３３Ｖ

：１４．０６Ａ

：１３．２０Ａ

：３１．０９Ｖ

：自動出力制御機能付

E

D

E

D

E

D

11

12

13

21

06
ー

ー
諏訪児童相談所太陽光発電設備工事

配管ｻｲｽﾞ

備考屋外屋内配線区間 配線サイズ 他番号

ﾌﾟﾘｶG管E.G管

各　機　器　間　リ　ス　ト

11 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ太陽電池ｱﾚｲ ～ PVCC4sq-1C×4 ED5.5sq×1

12

13 非常ｺﾝｾﾝﾄ箱ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ～ EM-CE5.5sq-3C(内1線ED)

21 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ計測監視装置 ～ EM-CPEE-S 1.2-2P

注１）防火区画及び防火上主要な間仕切り壁貫通部は耐火処理(国土交通大臣認定品)を行うこと。

2428－

5042－

3028－

2422－

屋内

線ぴ

－

－

MA

－

既設分電盤ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ～ EM-CET14sq ED5.5sq×1

縮尺 図面番号図面名
管理建築士 

一級建築士第197747号 小松高志株式会社 アロー設計 日付 E-
A1：

A3：
長野県諏訪児童相談所


